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国交省千葉港湾

護
岸
や
胸
壁
改
良

船
橋
地
区

千
葉
中
央
で
防
波
堤
設
計

　
国
土
交
通
省
千
葉
港
湾
事
務
所
は
　
日
、
２
０
２

１４

３
年
度
の
事
業
概
要
を
発
表
し
た
。
千
葉
港
千
葉
中

央
地
区
で
は
複
合
一
貫
輸
送
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
に

向
け
、
岸
壁
の
本
体
工
を
進
め
る
ほ
か
、
防
波
堤
の

設
計
に
着
手
す
る
。
千
葉
港
海
岸
船
橋
地
区
で
は
護

岸
や
胸
壁
の
改
良
に
向
け
た
設
計
や
工
事
が
本
格
化

す
る
。

　
千
葉
港
千
葉
中
央
地
区
の

複
合
一
貫
輸
送
タ
ー
ミ
ナ
ル

整
備
事
業
に
　
億
８
０
０
０

１２

万
円
を
配
分
。
貨
物
需
要
の

増
大
に
伴
う
内
航
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ

船
の
大
型
化
に
対
応
す
る
と

と
も
に
、
大
規
模
地
震
に
対

す
る
耐
震
性
能
を
も
つ
複
合

一
貫
輸
送
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
整

備
す
る
計
画
だ
。
本
年
度
は

岸
壁
（
水
深
９
ｍ
）
の
撤
去

工
や
本
体
工
、
地
盤
改
良
工
、

上
部
工
な
ど
を
実
施
す
る
ほ

か
、
防
波
堤
の
設
計
に
着
手

す
る
。

　
千
葉
港
海
岸
直
轄
海
岸
保

全
施
設
整
備
事
業
に
８
億
３

０
０
０
万
円
を
計
上
。
船
橋

地
区
で
高
潮
に
よ
る
大
規
模

浸
水
被
害
や
首
都
圏
直
下
地

震
な
ど
大
規
模
地
震
、
海
岸

保
全
施
設
の
老
朽
化
に
対
応

す
る
た
め
、
施
設
の
か
さ
上

げ
や
耐
震
性
の
確
保
、
老
朽

化
対
策
を
進
め
て
い
く
。
本

年
度
は
護
岸
改
良
に
向
け
た

調
査
・
設
計
や
本
体
工
、
胸

入落ナビ入落ナビはは、、
こちらかこちらからら
ＱＲコーＱＲコードド

　
習
志
野
市
イ
ン
フ
ラ
協
議

会
（
岩
井
健
会
長
）
は
　
日
、

１４

習
志
野
市
役
所
の
会
議
室
で
、

安
全
管
理
を
テ
ー
マ
と
し
た

継
続
教
育
研
修
を
開
い
た
。

講
師
と
し
て
宮
本
泰
介
市
長

が
登
壇
し
、
習
志
野
市
に
お

け
る
危
機
管
理
方
針
に
つ
い

て
解
説
、
地
元
事
業
者
と
の

さ
ら
な
る
連
携
に
期
待
を
示

し
た
。
イ
ン
フ
ラ
協
議
会
は

じ
め
、
習
志
野
市
管
工
事
協

同
組
合
、
電
友
会
か
ら
計
　１６

社
　
人
の
会
員
ら
が
参
加
、

２７
平
時
の
備
え
の
重
要
さ
や
、

い
ざ
と
い
う
時
の
心
構
え
を

新
た
に
し
た
。

　
今
回
の
継
続
教
育
研
修
は
、

品
質
の
確
保
な
ど
目
的
に
し

た
勉
強
会
を
拡
充
、
Ｃ
Ｐ
Ｄ

制
度
認
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
初
め
て
開
催
し
た
も
の
。

宮
本
市
長
の
ほ
か
、
亀
﨑
智

裕
危
機
管
理
監
、
契
約
検
査

課
の
石
塚
学
主
査
の
３
人
が

講
師
を
つ
と
め
た
。

　
今
後
は
設
備
研
修
や
規
格

法
令
な
ど
を
テ
ー
マ
に
研
修

会
を
開
催
、
８
月
ま
で
に
計

　
単
位
の
取
得
を
目
指
し
て

１２

も
ら
う
。
イ
ン
フ
ラ
協
議
会

が
主
催
、
イ
ン
フ
ラ
協
議
会

の
会
員
企
業
ら
が
参
加
す
る

習
志
野
市
管
工
事
協
同
組
合

が
協
力
し
た
。

　
研
修
会
の
冒
頭
、
岩
井
会

長
は
、
管
工
事
協
同
組
合
と

習
志
野
市
が
防
災
協
定
を
締

結
し
て
い
る
こ
と
に
言
及
、

「
緊
急
対
応
に
つ
い
て
、
い

ま
一
度
見
直
す
機
会
と
し
て

ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
講
師
と
し
て
演
壇
に
立
っ

た
宮
本
市
長
は
、
「
Ｃ
Ｐ
Ｄ

研
修
は
、
あ
ら
た
な
試
み
と

い
う
こ
と
で
、
本
市
と
し
て

も
少
し
で
も
会
社
の
安
全
安

心
な
環
境
づ
く
り
に
寄
与
で

き
る
よ
う
し
っ
か
り
と
対
応

さ
せ
て
い
た
だ
く
」
と
、
協

議
会
の
取
り
組
み
を
歓
迎
し

た
。
　
講
義
で
は
、
市
が
対
応
す

べ
き
危
機
を
「
災
害
・
武
力

攻
撃
・
感
染
症
・
テ
ロ
な
ど

事
件
」
の
４
つ
に
分
類
し
、

そ
れ
ぞ
れ
危
機
管
理
計
画
を

立
て
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
、

「
い
わ
ば
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
頂

点
に
い
る
私
に
と
っ
て
も
タ

テ
割
り
（
行
政
）
と
の
闘
い

が
課
題
」
と
指
摘
。
令
和
元

年
房
総
半
島
台
風
で
も
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
通
り
に
動
こ
う
と

し
て
、
対
応
が
後
手
に
回
っ

た
市
町
村
が
多
か
っ
た
こ
と

な
ど
を
紹
介
し
た
。

　
震
災
時
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
「
特
に
職
住
近
接
の
み

な
さ
ん
の
力
を
お
借
り
し
た

い
」
と
述
べ
、
「
そ
の
た
め

に
も
地
場
産
業
を
守
っ
て
い

く
こ
と
が
大
事
だ
。
良
い
循

環
で
ま
ち
づ
く
り
が
進
ん
で

い
く
よ
う
に
、
今
後
も
し
っ

か
り
と
連
携
が
と
れ
る
よ
う

に
し
て
い
く
」
と
、
さ
ら
な

る
協
力
に
期
待
を
込
め
た
。

　
続
い
て
登
壇
し
た
亀
﨑
氏

は
、
災
害
時
に
行
政
で
き
る

こ
と
に
は
限
り
が
あ
り
、
特

に
事
業
者
に
は
、
応
急
活
動

や
復
旧
復
興
へ
の
協
力
を
期

待
し
て
い
る
と
強
調
。
東
日

本
大
震
災
時
に
、
袖
ケ
浦
地

区
で
発
生
し
た
液
状
化
の
被

害
状
況
を
映
像
で
振
り
返
り
、

復
旧
事
業
に
お
け
る
事
業
者

の
役
割
の
重
要
性
を
と
も
に

再
認
識
し
た
。

　
石
塚
主
査
は
、
「
建
設
工

事
に
お
け
る
検
査
の
基
準
に

つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
加

点
、
減
点
な
ど
検
査
員
が
確

認
す
る
項
目
に
つ
い
て
説
明

し
た
。

　
受
講
企
業
は
次
の
通
り
。

　
▽
藤
井
建
設
▽
鈴
木
水
道

▽
京
葉
工
管
　▽
ケ
イ
ハ
イ

▽
習
志
野
　工
業
▽
三
徳
工

業
▽
福
葉
水
道
　▽
京
葉
パ

イ
ピ
ン
グ
▽
豊
栄
工
業
▽
サ

ク
ラ
設
備
▽
不
二
公
業
▽
栄

工
業
▽
サ
ー
ビ
ス
電
機
▽
下

山
設
備
工
業
▽
林
設
備
▽
ナ

ラ
デ
ン

市
長
　「
防
災
へ
連
携
期
待
」

習 志 野
インフラ協

Ｃ
Ｐ
Ｄ
研
修
会
を
初
開
催

　
県
は
、
盛
土
規
制
法
に
基

づ
き
、
規
制
区
域
の
指
定
に

向
け
た
基
礎
調
査
に
着
手
す

る
。
対
象
と
な
る
の
は
千
葉
、

船
橋
、
柏
３
市
を
除
く
県
内

　
市
町
村
で
、
面
積
は
４
６

５１８
５
㎢
に
及
ぶ
。
県
宅
地
対

策
調
査
室
は
、
こ
の
調
査
結

果
を
踏
ま
え
、
関
係
市
町
村

と
の
調
整
を
経
て
、
規
制
区

域
を
指
定
す
る
考
え
を
示
し

て
い
る
。

　
県
土
整
備
部
は
、
盛
土
規

制
法
に
基
づ
く
基
礎
調
査

（
規
制
区
域
指
定
）
業
務
に

つ
い
て
、
委
託
事
業
者
を
選

定
す
る
一
般
競
争
入
札
を
公

告
し
た
。
こ
れ
は
、
２
０
２

２
年
５
月
　
日
に
公
布
さ
れ

２７

た
「
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛

土
等
規
制
法
」
に
基
づ
く
調

査
と
な
る
。

　
宅
地
造
成
等
工
事
規
制
区

域
や
特
定
盛
土
等
規
制
区
域

の
指
定
に
向
け
、
必
要
な
調

査
を
進
め
て
い
く
。
関
係
市

町
村
と
調
整
し
な
が
ら
、
適

正
な
規
制
区
域
を
指
定
し
、

土
砂
災
害
の
防
止
を
図
っ
て

い
く
方
針
だ
。
履
行
期
間
は

２
０
２
４
年
３
月
　
日
ま
で
。

２２

　
一
般
競
争
入
札
の
参
加
資

格
と
し
て
、
物
品
等
入
札
参

加
業
者
適
格
者
名
簿
の
委
託

「
調
査
・
計
画
」
で
Ａ
等
級

に
格
付
け
さ
れ
て
い
る
こ
と

や
、
県
内
に
本
店
や
営
業
所

な
ど
が
あ
る
こ
と
の
ほ
か
、

業
務
実
績
を
求
め
て
い
る
。

　
日
ま
で
資
格
確
認
申
請
書
、

２４５
月
　
日
ま
で
入
札
書
を
そ

１２

れ
ぞ
れ
受
け
付
け
、
　
日
に

１５

開
札
す
る
。

盛
土
規
制
へ
調
査
県

　
市
町
村
が
対
象
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千
葉
市
は
、
動
物
公
園
大

池
の
再
整
備
に
向
け
た
検
討

を
本
格
化
す
る
。
生
物
調
査

の
結
果
を
踏
ま
え
て
保
全
の

方
向
性
を
定
め
、
大
池
エ
リ

ア
を
豊
か
な
自
然
を
感
じ
て

学
ぶ
場
と
な
る
よ
う
再
整
備

す
る
方
針
。
年
度
内
に
再
整

備
計
画
を
と
り
ま
と
め
る
。

　
同
市
は
　
日
、
動
物
公
園

１４

大
池
生
物
調
査
・
再
整
備
計

画
策
定
業
務
に
つ
い
て
、
委

託
先
候
補
を
選
定
す
る
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
の
手
続
き
を
開
始

し
た
。
委
託
限
度
額
は
２
０

０
万
円
。
業
務
内
容
は
▽
大

池
の
生
物
調
査
▽
大
池
再
整

備
計
　画
の
策
定
▽
環
境
教

育
に
関
す
る
普
及
啓
発
イ
ベ

ン
ト
―
―
な
ど
。
委
託
期
間

は
２
０
２
４
年
３
月
　
日
ま

２５

で
。
　
プ
ロ
ポ
の
参
加
資
格
と
し

て
、
法
人
そ
の
他
の
団
体
で

あ
る
こ
と
の
ほ
か
、
業
務
実

績
な
ど
を
求
め
て
い
る
。
５

月
　
日
ま
で
企
画
提
案
書
を

１５
受
け
付
け
、
同
　
日
の
プ
レ

２６

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
経
て
、

５
月
下
旬
に
選
定
結
果
を
通

知
す
る
。

　
若
葉
区
の
千
葉
市
動
物
公

園
大
池
は
、
水
鳥
を
は
じ
め

と
す
る
野
鳥
や
水
辺
の
生
き

物
を
野
生
の
状
態
で
観
察
で

き
る
場
と
し
て
整
備
さ
れ
た

エ
リ
ア
。
１
９
８
５
年
の
開

園
時
に
供
用
を
開
始
し
た
。

面
積
は
大
池
ゾ
ー
ン
が
約
１

万
８
５
０
０
㎡
、
内
水
面
が

約
６
６
０
０
㎡
と
な
っ
て
い

る
。
　
人
が
入
る
エ
リ
ア
を
限
定

し
、
管
理
作
業
を
最
小
限
に

し
て
い
た
た
め
、
エ
リ
ア
全

体
で
樹
木
や
水
生
植
物
が
大

き
く
繁
茂
す
る
と
と
も
に
、

ザ
リ
ガ
ニ
な
ど
の
外
来
生
物

が
増
加
し
、
環
境
が
変
化
し

て
い
る
と
い
う
。

　
ま
た
、
大
池
へ
の
ル
ー
ト

は
正
門
か
ら
行
き
止
ま
り
と

な
る
一
本
道
し
か
な
く
、
ほ

か
通
じ
る
園
路
が
な
い
こ
と

か
ら
、
来
園
者
の
ほ
と
ん
ど

が
そ
の
存
在
に
気
が
つ
か
な

い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

大
池
エ
リ
ア
を
再
整
備

千　葉　市

動
物
公
園

年
度
内
に
計
画
策
定

宮本市長岩井会長

　
船
橋
市
は
、
本
庁
舎
で
使
用

す
る
都
市
ガ
ス
を
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
（
Ｃ
Ｎ
）
の
都

市
ガ
ス
に
切
り
替
え
た
。
京
葉

ガ
ス
（
市
川
市
）
と
締
結
し
た

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
実
現

に
向
け
た
連
携
協
定
」
に
基
づ

く
取
り
組
み
の
一
環
。
天
然
ガ

ス
の
採
掘
か
ら
燃
焼
に
至
る
ま

で
の
工
程
で
発
生
す
る
温
室
効

果
ガ
ス
を
、
環
境
保
全
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
よ
り
創
出
さ
れ
た
カ

ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
で
相
殺
す

る
こ
と
に
よ
り
、
発
生
す
る
Ｃ

Ｏ
２
が
実
質
的
に
ゼ
ロ
と
み
な

さ
れ
る
。
市
で
は
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
都
市
ガ
ス
導

入
が
、
環
境
問
題
の
解
決
に
向

け
た
、
市
民
の
意
識
向
上
に
つ

な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　
同
市
の
本
庁
舎
で
は
、
年
間

約
　
万
５
０
０
０
㎥
の
都
市
ガ

２０
ス
を
使
用
。
杉
の
木
約
６
万
本

分
が
１
年
間
に
吸
収
す
る
Ｃ
Ｏ

２
量
に
匹
敵
す
る
二
酸
化
炭
素

を
排
出
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
市
で
は
、
地
球
温

暖
化
対
策
実
行
計
画
を
策
定
、

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
推
進
室

を
設
置
す
る
な
ど
、
地
球
温
暖

化
問
題
の
解
消
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
。

　
今
年
　
月
か
ら
は
、
本
庁
舎

１０

で
使
用
す
る
電
力
を
、
市
内
清

掃
工
場
の
廃
棄
物
発
電
と
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
電
力
で
賄

う
予
定
で
、
電
力
と
ガ
ス
の
使

用
に
伴
う
本
庁
舎
の
二
酸
化
炭

素
排
出
量
は
実
質
ゼ
ロ
に
な
る

と
い
う
。

　
今
後
は
、
本
庁
舎
以
外
の
公

共
施
設
に
つ
い
て
も
、
Ｃ
Ｎ
ガ

ス
の
導
入
な
ど
を
検
討
、
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
を
目

指
す
こ
と
に
し
て
い
る
。

本
庁
舎
に
Ｃ
Ｎ
都
市
ガ
ス

公共施設の脱炭素加速

《船　橋　市》

初の継続教育研修には16社の27人が参加した

▶
左
か
ら
講
師
の
宮
本
市
長
、
亀
﨑

危
機
管
理
監
、
石
塚
主
査

壁
の
改
良
や
水
門
整
備
に
向

け
た
調
査
・
設
計
を
予
定
し

て
い
る
。

　
東
京
湾
の
海
洋
環
境
整
備

事
業
に
１
億
５
０
０
０
万
円

を
充
て
る
。
清
掃
兼
油
回
収

船
「
べ
い
く
り
ん
」
に
よ
る

浮
遊
ゴ
ミ
の
回
収
や
油
の
除

去
を
行
う
と
と
も
に
、
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
に
よ
る
水

質
の
連
続
観
測
な
ど
に
取
り

組
む
。

城
町
地
区
と
茨
城
県
神
栖
市

波
崎
地
区
で
河
道
掘
削
を
実

施
す
る
。

　
利
根
川
水
系
に
お
け
る
流

域
治
水
の
一
環
と
し
て
、
利

根
川
右
岸
を
整
備
す
る
。
銚

子
市
森
戸
町
地
区
で
築
堤
や

樋
管
、
水
路
の
整
備
、
同
市

長
塚
町
地
区
で
築
堤
や
樋
管

の
整
備
の
ほ
か
、
用
地
の
取

得
を
進
め
て
い
く
。

　
利
根
川
左
岸
で
は
、
茨
城

県
神
栖
市
矢
田
部
地
区
で
築

堤
や
水
路
の
整
備
、
用
地
取

得
を
実
施
。
同
市
波
崎
地
区

で
築
堤
や
排
水
管
の
整
備
を

推
進
す
る
。

　
茨
城
県
利
根
町
の
押
付
地

区
で
、
洪
水
時
に
水
防
活
動

な
ど
の
拠
点
と
な
る
河
川
防

災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
整
備
す

る
。
整
備
用
地
の
取
得
を
本

格
化
す
る
。

　
利
根
川
下
　流
部
の
自
然

を
再
　生
す
る
た
め
、
銚
子

市
船
木
・
椎
柴
地
区
で
、
ヨ

シ
原
再
生
工
事
を
実
施
。
ま

た
、
先
行
整
備
し
た
香
取
市

小
見
川
・
高
浜
地
区
な
ど
で

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
続
け

る
。
　
北
千
葉
導
水
路
は
、
運
転

開
始
か
ら
　
年
以
上
が
経
過

２０

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
施
設

の
長
寿
命
化
を
図
る
た
め
、

学
識
経
験
者
な
ど
か
ら
意
見

を
踏
ま
え
、
施
設
の
点
検
･

補
修
を
実
施
す
る
。

　
河
川
工
作
物
　関
連
の
応

急
対
　策
で
は
、
成
田
市
安

西
　地
区
で
主
ポ
ン
プ
設
備

の
分
解
整
　備
や
羽
根
車
の

ス
テ
ン
レ
ス
化
を
予
定
し
て

い
る
。

　
県
道
路
公
社
は
　
日
、
２

１４

０
２
３
年
度
の
発
注
予
定
を

公
表
し
た
。
工
事
５
件
、
業

務
委
託
２
件
の
計
７
件
を
盛

り
込
ん
だ
。
第
２
四
半
期
に

九
十
九
里
有
料
道
路
な
ど
の

橋
梁
修
繕
工
事
を
発
注
す
る

方
針
だ
。

　
工
事
の
内
訳
を
み
る
と
、

入
札
方
法
別
で
は
一
般
競
争

が
１
件
、
指
名
競
争
が
４
件
。

発
注
予
定
時
期
別
で
は
、
第

１
四
半
期
が
３
件
、
第
２
四

半
期
と
第
３
四
半
期
が
各
１

件
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
般
競
争
入
札
の
対
象
と

な
る
の
は
、
九
十
九
里
有
料

道
路
外
橋
梁
修
繕
工
事
（
断

面
修
復
他
）
。
九
十
九
里
有

料
道
路
で
は
桁
橋
３
橋
、
溝

橋
４
橋
で
断
面
修
復
工
や
表

面
被
覆
工
、
東
金
九
十
九
里

有
料
道
路
で
は
桁
橋
２
橋
で

滞
水
対
策
、
銚
子
新
大
橋
で

漏
水
対
策
を
進
め
て
い
く
。

工
期
は
６
カ
月
を
見
込
む
。

　
指
名
競
争
入
札
で
は
、
九

十
九
里
有
料
道
路
で
投
下
防

止
柵
の
補
修
や
法
面
の
整
形
、

千
葉
外
房
有
料
道
路
で
照
明

灯
の
修
繕
や
道
路
情
報
板
の

撤
去
な
ど
の
工
事
を
計
画
し

て
い
る
。

　
業
務
委
託
２
件
は
全
て
指

名
競
争
入
札
と
な
っ
た
。
第

１
四
半
期
に
九
十
九
里
有
料

道
路
な
ど
の
路
面
性
状
調
査

と
九
十
九
里
有
料
道
路
の
橋

梁
定
期
点
検
を
委
託
す
る
方

針
だ
（
詳
細
は
県
道
路
公
社

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）
。

　
我
孫
子
市
水
道
局
は
、
水

道
事
業
基
本
計
画
及
び
経
営

戦
略
（
後
期
）
見
直
し
業
務

の
委
託
事
業
者
を
選
定
す
る

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
手

続
き
を
進
め
て
い
る
。
水
道

事
業
収
益
や
費
用
に
つ
い
て

計
画
値
と
実
績
値
に
乖
離
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た

め
現
行
計
画
（
計
画
期
間
２

０
１
９
～
　
年
度
）
の
中
間

２８

見
直
し
を
進
め
る
。
予
定
価

格
は
２
６
１
３
万
６
０
０
０

円
（
税
込
）
。
履
行
期
限
は

２
０
２
４
年
３
月
ま
で
。

　
参
加
資
格
は
、
我
孫
子
市

入
札
参
加
資
格
者
名
簿
の

「
測
量
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
」
の
業
種
コ
ー
ド
「
３
０

６
（
土
木
・
上
水
道
及
び
工

業
用
水
道
）
」
に
登
載
さ
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
。

　
企
画
提
案
書
を
　
日
～
５

１７

月
　
日
に
受
け
付
け
、
書
類

１０
審
査
の
結
果
を
　
日
ま
で
に

１６

通
知
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
　
日
２３

か
　
日
に
実
施
し
、
審
査
結

２４
果
を
　
日
ま
で
に
通
知
す
る

２５

予
定
だ
。

工
事
５
、業
務
２
件

県
道
路
公
社
の
発
注
予
定

　
国
土
交
通
省
利
根
川
下
流

河
川
事
務
所
は
　
日
、２
０
２

１４

３
年
度
の
事
業
概
要
を
公
表

し
た
。全
体
事
業
費
は
前
年

度
比
２
％
減
の
　
億
６
４
０

６４

０
万
円
を
配
分
し
て
い
る
。

県
内
で
は
、利
根
川
右
岸
の

銚
子
市
で
築
堤
や
樋
管
の
整

備
を
進
め
て
い
く
。

　
事
業
費
の
内
訳
を
み
る
と
、

河
川
改
修
費
は
前
年
度
と
ほ

ぼ
同
規
模
の
　
億
０
７
０
０

２７

万
円
、
河
川
維
持
修
繕
費
は

前
年
度
比
３
％
減
の
　
億
９

１８

３
０
０
万
円
、
河
川
工
作
物

関
連
応
急
対
策
事
業
費
は
同

　
％
減
の
１
億
５
０
０
０
万

１７円
、
堰
堤
維
持
費
は
同
６
％

増
の
　
億
３
８
０
０
万
円
、

１５

総
合
水
系
環
境
整
備
事
業
費

は
同
　
％
減
の
１
億
７
６
０

３８

０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
利
根
川
下
流
部
で
は
流
下

能
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、

銚
子
大
橋
付
近
の
銚
子
市
本

銚
子
で
築
堤
や
樋
管
利根川
下　流

千葉市動物公園大池エリアの位置図

計
画
見
直
し

プ
ロ
ポ
公
告

我
孫
子
市
水
道
局

千葉港千葉中央
地区の整備計画図

info
長方形


